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被災した紙資料に対する国立国会図書館の保存協力活動

1．はじめに
国立国会図書館（以下「当館」）において，資料

保存課は，図書館資料を収集・整理・保存する収
集書誌部に属し，保存企画係，洋装本保存係，和
装本保存係の3つの係があり，課長，資料保存担
当管理職，課長補佐を含め16名が業務を行って
いる。保存企画係は，主にIPMi活動等の環境管
理や館内の他部署や外部業者とのやり取り等を
担っている。洋装本保存係と和装本保存係は，9
名の資料保存専門職で技術的な業務を担当してお
り，資料の製本や補修，図書館員への研修業務等
を行っている。

また，当館は，図書館及び情報サービスに関す
る世界最大の国際組織であるIFLA（International 
Federation of Library Associations and 
Institutions）に加盟している。IFLAには，資料保
存や著作権など様々なテーマを扱う戦略プログラ
ムがあり，資料保存の課題に取り組む組織の一つ
が，IFLA/PAC（IFLA Strategic Programme on 
Preservation and Conservation：IFLA資料保存戦
略プログラム）である。当館は1989年にIFLA/
PACアジア地域センターに指定され，日本を含
むアジア地域での資料保存の促進を目的として策
定した「保存協力プログラム」に基づき，情報提
供・普及活動・研修・技術援助などの保存協力活

動を進めている。
この活動には，地震や洪水などで被災した図書

館の求めに応じた支援も含まれており，以下，当
館が行った被災図書館の支援を中心に報告する。

2．東日本大震災における取組み
2−1当館の被災資料への取組み

2011年3月11日に発生した東日本大震災では，
東京都千代田区永田町にある当館東京本館は，施
設内の壁面の塗装にひび割れ等の被害が生じた
が，耐震改修工事を進めていたところであり，構
造体に影響のある被害はなかった。台東区上野公
園にある国際子ども図書館は大規模地震に備えて
免震構造で建てられており，施設及び資料への影
響はほとんどなかった。

この地震により東京本館の本館書庫高層の図
書，約180万点が落下した。一方，新館地下書庫
は，ほとんど被害がなかった。余震が収まり，安
全確認を行った後，落下した資料を書架へ戻す復
旧作業を，全部局の職員及び出納委託業者が行
い，4月下旬までに終了した。また，落下資料の
うち，約500点が落下した衝撃により破損し，利
用に支障があると判断された。破損資料は，おも
に古い図書で製本構造が弱くなったものや，新し
い図書でも蔵書目録，辞書，紳士録のような大型
本や重さのある資料で，背の割れ，形のゆがみ，
見返し紙の破断がみられた。製本構造が破損し表
紙と本体が外れた図書は，資料保存課で補修を行
い，表紙と本体にそれぞれ必要な補修を施した
後，補強のため本体の背の部分に筒状にした紙を
貼り，その上に表紙を接合する処置を行った。

資料保存課製本室
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2−2被災地への支援
⑴文化財レスキュー事業への協力

2011年4月1日から文化庁により，東北地方太
平洋沖地震被災文化財等救援事業（以下「文化財レ
スキュー事業」）が実施された。当館は5月上旬に
文化庁から依頼を受け，文化財レスキュー事業救
援委員会に参加し，岩手県における陸前高田市被
災資料の応急処置に関する予備調査や，岩手県立
博物館を拠点とした古文書の救援処置を行った。

岩手県立博物館内での作業

岩手県大槌町の個人文書については，資料保存
課職員と東京都立中央図書館の資料保全専門員で
チームを構成し，2012年3月までに，4回の現地
派遣を通じて解体，洗浄，乾燥，綴じ直し等の安
定化処置を行った。
⑵被災県図書館の現地調査

東日本大震災発生から約1か月後に，被災地の
図書館から津波によって被災した資料の復旧方法
に関する問合せがあった。回答にあたり被災状況
を確認する必要があるため，2011年5月上旬に資
料保存課職員2名を，岩手・宮城・福島3県の県
立図書館等に派遣し，被災状況や支援の要望の把
握や，資料の応急処置に関する助言を行った。

⑶岩手県野田村立図書館の被災資料の救済
現地調査の訪問先の一つであった野田村立図

書館は，津波の被害を受け外壁が破損し，ほぼ全
ての資料が海水や泥水を被る壊滅的な被害を受け
た。当館は岩手県立図書館から野田村立図書館の
被災資料応急処置について要請を受け，2011年
5月下旬から6月上旬の4日間，資料保存課職員1
名を現地に派遣し，岩手県立図書館の呼びかけで
集まった近隣の図書館員や図書館業務の委託業者
とともに被災資料の応急処置を行った。

津波で汚損した資料については，すべての資料

落下の衝撃により破損した資料

修復後

東京本館断面図（右側の塗りつぶし部分が本館書庫）

東日本大震災直後の本館書庫内
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を救うことは難しいため，郷土資料を中心に保存
対象を絞り込んで，乾燥やカビ除去作業を行うの
が望ましいことを助言し，ブラシによる汚れ落と
しや消毒用エタノールによる殺菌，簡易な保存容
器の作製の技術指導を行った。また，資料の中性
紙封筒への収納や，寄贈された図書の仕分け作業
を支援した。

現地でのカビのクリーニング

応急処置によって選別された郷土資料のうち，
代替資料が入手できない約220冊については，文
化財レスキュー事業として，当館東京本館へ移送
し，資料の状態によって洗浄や汚れ落とし，補修
等を行った。作業は，2011年11月から2012年3
月まで行い，処置後の資料は3月末に野田村立図
書館へ返却した。

⑷破損資料の補修研修
東日本大震災では，沿岸部の津波の被害が大き

く取り上げられたが，その一方で，被災地の内陸
部では，地震そのものによって建物の損壊や資料
の落下，また，それによる資料の破損などの大き
な被害も発生した。

当館には，落下の衝撃によってページが破れ

たり，表紙が外れたりした図書の簡易な補修方法
や，空調や排水管の破損によって，水に濡れた資
料への対処方法について知りたいという要望が寄
せられたため，被災県の図書館が主催する補修研
修に，資料保存課職員を講師として派遣した。

2011年7月には，東北地域の大学図書館を対象
とした研修を宮城県の東北学院大学図書館で実施
し，また，同じ7月に岩手県立図書館で，岩手県
内の公共図書館を対象に研修を行った。9月には
宮城県図書館で，12月には福島県立図書館でも
県内公共図書館を対象に研修を行った。2012年
には7月に岩手県立図書館，8月に宮城県図書館
で，2013年には7月に岩手県立図書館，11月にい
わて高等教育コンソーシアムで研修を行った。

補修研修

⑸吉田家文書の救済
吉田家文書は，仙台藩気仙郡の大肝入（おおき

もいり：租税事務などを担当する役人）を世襲し
ていた吉田家に伝わる文書類である。江戸時代か
ら明治にかけての執務記録である「定留」（じょう
どめ）等がまとまった形で含まれており，1989年
に岩手県陸前高田市立図書館に寄託され，1995
年に岩手県の有形文化財に指定された。

同館は津波により全壊したが，吉田家文書は貴
重書庫で木箱に収納されて保管されていたため，
多くは流出を免れた。陸前高田市職員や吉田家文
書の解読を進めていた陸前高田古文書研究会の
方々，自衛隊員が資料を拾い集め，震災から1か
月後にすべての文書が救出され，岩手県内の文化
財救援作業の拠点の一つである岩手県立博物館に
搬送された。

岩手県立博物館では，砂や泥を落とす応急処

津波により被害を受けた野田村立図書館
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置や，脱塩・除菌のための洗浄，乾燥等，劣化の
進行を抑えるための安定化処置が行われた。この
作業には，岩手県立博物館職員をはじめ，岩手県
文化振興事業団埋蔵文化財センター職員，岩手大
学，盛岡大学の学生ボランティア等，総勢170名
が携わった。

文化財レスキュー事業として，当館の資料保存
課職員が吉田家文書の写真撮影や調査票作成等の
状態調査に参加したところ，カビの発生や和紙の
腐食等の損傷が多数あることが判明したため，岩
手県教育委員会からの依頼を受け，文書100冊余
りを当館東京本館に移送して本格修復を行うこと
となった。

東京本館に搬入された吉田家文書

修復は，文書の長期保存と学術資料として活用
できる状態にすることを目指して行った。まず，
事前処置として，処置前の記録を取り，状態確認
をした後，脆弱化した部分には表面から仮止めを
したり，劣化して貼付きがみられる部分は蒸気を
当てて剥がしたりした。

次に冊子を解体し，丁（ページ）を広げて不織
布とともに底の平らなザルではさみ，ぬるま湯や
水に浸けて洗浄を行った。津波により，文書は海

水だけでなくヘドロのような汚泥を被っており，
安定化処置後も異臭や内部の汚れ，砂等が残って
いたが，この洗浄によりほとんど除去された。

文書は，汚れや異臭の除去のため洗浄が繰り
返され，過去の裏打ちや繕いなどの修復の糊は，
接着力が低下していることが予想された。そのた
め，古い裏打ち紙は除去し，古い繕い紙で再使用
できるものは小麦粉でんぷん糊を差して再使用
し，外れていたり，傷んでいたり，大きすぎる古
い繕い紙は除去し，和紙で補修し直した。

また，特に大きく破損したり，カビの発生で
著しく腐朽し穴が開いた資料は，主に吸引式の漉

すき

ぬるま湯や水による洗浄

丁（ページ）を広げて不織布に挟む

しわ伸ばし

吸引式漉嵌め機による漉嵌め
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嵌
ば

めによる修復を行った。吸引式の漉嵌め法は，
メッシュ状の台に不織布を敷き，その上に欠損の
ある資料を裏面を上にして置き，紙の繊維と水を
混ぜたものを上から流すと同時に，台の下につな
げられた吸引装置で水を吸い取り，欠損部だけに
繊維を残し欠損を埋める方法である。

その他，脆弱な部分には，裏面から極薄和紙を
貼って補強するなど，本紙の状態によって個別に
処置を行った。

本紙の処置の終了後，乾燥させ，元の順番に揃

え，元の綴じ穴を生かして綴じ直しを行
い，新たに作製した帙

ちつ
iiと保存箱に収納

した。
約2年に及んだ修復作業は2014年9月

に終了し，資料は岩手県立博物館へ返却
された。

⑹�岩手県陸前高田市立図書館の被災郷土
資料の救済

震災から1年後の2012年3月に，津波により全
壊した陸前高田市立図書館のブックモービルiiiの
車庫に山積みにされた被災資料の中から，500点
余りの郷土資料が探し出され，市内の廃校に一時
保管された。

その3か月後の6月，この郷土資料の中から，
さらに購入や寄贈によって再入手が困難な資料が
取捨選択され，最終的に図書約170冊，写真約30
点が選び出された。

救出された資料には，被災から1年以上経って
いるにもかかわらず，まだ湿り気を帯びたもの
や，カビが生えているものが数多くあった。梅雨
が始まる前に湿った資料を乾燥させ，消毒用エタ
ノールで殺菌し，汚れ落とし等の応急処置を済ま
せるために，まとまった人数が短期間に集中して
作業に取り組む必要があった。

これらの被災資料の応急処置作業には，岩手県
立図書館からの依頼を受け，当館資料保存課職員
1名の他，「Help-Toshokan」図書館支援隊ivや，
富士大学，盛岡大学及び岩手大学の教職員と学

（左）�カビにより腐朽した箇所
（右）漉嵌め処置後

綴じ直し作業

帙に収納された吉田家文書 カビの除去等の応急処置作業
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生，岩手県立博物館職員を合わせ，3日間で延べ
50名が参加した。

当館職員は，事前に応急処置作業のマニュアル
や必要な資材のリストの作成を行った他，当日，
日本図書館協会資料保存委員会委員とともに，技
術指導を担当した。

一時保管場所は交通の便が悪いうえ，電気や水
道も使用できない状況だったため，作業場所とし
て盛岡市郊外の岩手県立博物館へ移送し，駐車場
の一角を借用して行った。

この作業では，作業者のカビによる健康被害が
懸念されたため，不織布素材の帽子，防塵マスク，
使い捨ての薄手ビニール製手袋，綿素材の薄手手
袋，不織布素材の作業服，靴カバーを用意した。
また，作業に当たっては，①休憩時には，装備は
すべて外し，作業場所以外に持ち出さない，②手
袋や帽子を外す時は，付着したカビが飛散しない
よう使用した面を内側にする，③外した手袋やマ
スクはごみ袋に密閉して処分する，④移動する際
は靴カバーを取るか，除菌効果のあるウェット
ティッシュや出入り口にあるマットで靴底の汚れ
を落としてから，建物の中に入るよう配慮した。

応急処置が終わった資料には，整理番号やタイ
トルを書いた短冊を挟み，損傷程度により，3つ
に分類した。これらの資料は，岩手県立博物館の
冷凍庫に一時保管された後，東京都立中央図書館
へ移送して補修が行われ，2017年3月までに陸前
高田市立図書館へ返却された。

3．�関東・東北豪雨による茨城県常総市立図書館
の被災資料の救済

2015年9月に発生した関東・東北豪雨は広範
囲におよぶ浸水被害を引き起こした。この豪雨で
常総市立図書館も床上浸水の被害を受け，14万
冊の蔵書のうち約3万冊が水濡れ被害を受けた。
これらの資料のうち再入手できない資料につい
て，同館及び茨城県立図書館からの依頼により当
館が修復を行った。

9月下旬に常総市立図書館から，被災資料148
点，段ボール13箱が当館に移送された。被災資
料はすでにカビが発生しているものもあったた
め，資料のリストを作成した後，すぐに冷凍保管

を行った。
作成したリストは茨城県立図書館へ送り，重複

調査や代替資料の調査を依頼して本格修復を行う
資料を絞り込み，最終的に再入手できない31点
の被災資料の修復を行うことになった。

作業は，まず，資料を冷凍庫から取り出し，処
置前の記録や写真を撮った後，解体し，汚れを取
り除くため，洗浄を行った。その後，1枚ずつ広
げてろ紙に挟み，乾燥させた。その後，破れや欠
損を和紙や小麦粉でんぷん糊を使って補修し，元
の表紙を利用できるものは補修して再利用して製
本し直した。

1枚ずつ本文紙を広げてろ紙に挟む

修復が終わった資料は，2016年6月に常総市立
図書館に返却された。

4．�熊本地震による熊本県立図書館の被災状況と
被災資料の救済

2016年4月に発生した熊本地震により，熊本県
内の多くの図書館が被災した。その一つである熊
本県立図書館は，地震の衝撃により照明器具や書
架など屋内設備が破損し，また多数の資料が落下
し，約2,700点が破損する等，多大な被害を受けた。

被災資料のリスト作成
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熊本県立図書館から被災資料の救済要請を受
け，当館は7月下旬の3日間に資料保存課職員2
名を派遣し，被災資料の状態確認や同館図書館員
への修復技術指導を行った。

現地では，まず，館内の被災状況のヒアリン
グや被災資料の状態確認を行った。ほとんどの資
料が落下の衝撃による破損被害を受けており，そ
の中から代替物を入手できない資料，約120点を
絞り込み，さらにそれらを損傷度別に仕分けし
た。比較的容易に補修できると判断した資料につ
いては，同図書館職員に基礎的な補修技術の研修
を行ったうえで，修復作業を行っていただくこと
にした。

研修は，①ページの破れを和紙や小麦粉でんぷ
ん糊など長期保存に適した材料で補修する方法，
②外れた表紙と背の間に筒を使って接着する補修
方法，③簡易な保存容器の作製方法，④水損資料
の対処方法とカビが発生した資料のクリーニング
の実演を行った。この研修受講後，職員自身が被
災資料の修復を行い，講師が適宜助言を行いなが
ら，2日間で約80点の修復処置を行った。

また，専門的な技術や道具が必要で，職員によ
る修復処置が困難と判断した5点の資料について
は，当館に移送し，本格修復を行うこととした。

修復作業は，①本文紙と表紙を取り外し，背に
ついた古い接着剤を取り除く，②傷んだページを
和紙と小麦粉でんぷん糊で補修する，③本文紙を
麻糸や接着剤で綴じ直す，④表紙の表装材を補修
する，⑤取り外した本文紙と表紙を元に戻す，と
いう流れで行った。

作業は2017年1月に終了し，資料を熊本県立
図書館へ返却した。

5．国際協力
⑴�タイ洪水による資料被災と文書遺産保護ワーク

ショップ
タイでは，2011年の秋の雨季に，チャオプラ

ヤー川流水域で洪水が発生した。バンコクに隣接
するパトゥムターニー県等にある主要な工業団地
や農地が3か月以上にわたり冠水し，大きな経済
損失が生じた。

この洪水では，多くの学校図書館の図書や，寺
院に所蔵されていたバイタラv写本や紙のモン文
字viの経典類が水損被害を受けた。

2012年8月に，東南アジア教育大臣機構考古
学・芸術地域センター（略称SEAMEO SPAFA）
の主催で，当館とIFLA/PACアジア地域センター
の協力による，「パトゥムターニー県における地
域の文書遺産保護のための洪水災害対策ワーク
ショップ」が，バンコク市内のホテル及びパトゥ
ムターニー県内の寺院を会場にして開催された。

当館は資料保存課職員2名を派遣し，「図書館
資料の防災と東日本大震災被災地支援」について
の講演と，図書のカビ除去，水損図書の乾燥，一
枚物資料の洗浄・乾燥について，実演及び実習を
行った。その他，ノンタブリー県の郷土史研究者
や，モン族文献の研究者，被災した学校関係者か
ら，被災状況や被災資料について報告があった。
講演の参加者は約70名であった。

実習には，タイ国立図書館員や大学図書館員，
寺院の僧侶等，23名が参加し，その他，地域住
民約30名が参観や昼食の準備にあたった。一枚
物資料の洗浄・乾燥の実習では，参加者に便箋と
封筒を渡して手紙を書いてもらい，その手紙を
チャオプラヤー川で濡らし，河畔の土で汚したも

熊本地震により落下した資料 職員による補修作業
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のを教材に使用した。参加者は大変熱心で，終了
後のアンケートでも役に立つ内容だったとの回答
が多く寄せられた。

⑵�ネパール大地震からのネパール国立図書館の復
興支援
2015年4月に発生したネパール大地震では，

ネパール国立図書館（以下「NNL」）は，人的被
害はなかったものの，地震から3か月の時点で
は，建物に倒壊の危険性があるため立入禁止にな
り，別棟の児童室は被災を免れたため，事務所を
そこに移し閲覧を限定的に再開している状況で
あった。

NNLの復興支援のため，館長のヤダブ・チャ
ンドラ・ニラウラ氏（当時）とネパール教育省のヤ
ム・バハドゥル・バシャル氏を，2016年2月に5
日間招へいし，資料保存に関する研修を実施した。

研修では，当館の資料保存業務や，IPMを含
む環境管理，資料防災，日本の大規模災害におけ
る資料保存の取組み等についての説明や，簡易な
補修の実習等を行った。

ネパール大地震で被災したネパール国立図書館

また，一行は日本の図書館の概況についても学
び，公共図書館等を視察した。

その他，ネパール状況報告会を国内の関係者を
招いて行い，ニラウラ氏からはネパールの図書館
の概況と地震後のNNLの状況について，バシャ
ル氏からは，ネパールの教育制度と学校図書館に
ついての報告があった。

6．終わりに
東日本大震災以降，当館は様々な災害で被災し

た紙資料の救援に取り組んできた。その経験の中
で，いつ起こるか予測のつかない災害には備えが
不可欠であることや，大規模災害時における様々
な組織との連携の必要性，地域のアイデンティ
ティーである郷土資料の重要性等を痛感させられ
た。また，技術面では，被災資料の冷凍処置やト
リアージviiの有効性等，多くのことを学んだ。

当館では災害に備え，館内用の資料防災備品
や水濡れ対応グッズ，資料防災マニュアル（地震
編・火災編），水濡れ対応マニュアル等を整備し
た。また，図書館員向けの防災に関する研修が行
えるようテキストの検討を進めている。

今後も国民の共有財産である当館の所蔵資料
の防災に努めるとともに，これまでの被災資料へ
の取組みの経験をいかし，被災した図書館の求め
に応じた支援活動を続けていきたい。
（あおき　るみこ

国立国会図書館収集書誌部資料保存課）
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・	�『国立国会図書館月報』　http：//www.ndl.go.jp/jp/

publication/geppo/index.html
	� 615/616号（2012年6/7月）「被災資料を救う　国立国
会図書館の一年の取組みを振り返る」

簡易補修実習
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	� 620号（2012年11月）「シリーズ　被災地の図書館は今
（2）」
	� 622号（2013年1月）「シリーズ　被災地の図書館は今
（4）」
	� 624号（2013年3月）「郷土の歴史を残す　復興支援活
動としての吉田家文書本格修復」

	� 671号（2017年3月）「被災図書館の支援」

・	国立国会図書館ホームページ
	� 保存協力　http：//www.ndl.go.jp/jp/preservation/

cooperation/index.html
	� 資料防災　http：//www.ndl.go.jp/jp/preservation/

collectioncare/disaster_p.html

i	� IPMはIntegrated Pest Managementの略。総合的
有害生物管理。薬剤だけに頼らず生物被害を防ごう
という考え方で，農業分野をはじめとして行われて
いる手法。博物館，美術館，図書館等においてもこ
の方法によって虫菌害を防除することが広まってい
る。

ii	� 帙は，書物の損傷を防ぐために包む覆い。厚紙を芯
とし，表に布を貼って作る。

iii	� ブックモービルは，移動図書館。図書や職員を載せ
た自動車などで，図書館を利用しにくい地域の人た
ちのために，各地を巡回して図書館サービスを提供
する仕組み。

iv	�「Help-Toshokan」図書館支援隊は，日本図書館協
会東日本大震災対策委員，同資料保存委員及びNPO
法人「共同保存図書館・多摩」，東日本大震災修理ボ
ランティア登録者から成るボランティア組織。

v	� バイタラ（貝多羅，貝多葉，貝葉）は，紙が主流にな
る前に用いられてきた書写材料で，ヤシ科の一種の
植物の葉を乾燥させて短冊のように切り，重ねて綴
じたもの。

vi	�モン文字は，ミャンマー南部，タイ中部に散在する
少数民族であるモン族が，使用する文字。インド起
源のパーリ文字を改良して作り出された。

vii	�トリアージは，医療用語の一つで，負傷者（この場
合は被災資料）を重症度，緊急度などによってグルー
プごとに分類し，治療や搬送の優先順位を決める作
業のこと。




